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とその無機成分について
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唾石症は唾液腺およびその排湛管に結石を生ず

る疾患で, 日常の臨床で経験する頻度は少ない｡

今回,我々は長さ47mmにおよぶ 巨大な唾石症に

遭遇し, その元素分析と結晶学的検索を行ない,

2,3の知見を得たので報告する｡

現 症 :体格,栄養ともに良好で,他に特記す

る疾患はない｡顔貌には著明な変化はなく,左右

症 例

患 者 :影○義○郎,71歳,男子｡

初 診:昭和 50年 12月3日｡

家族歴 :特記すべき事項はない｡

既往歴 :19歳頃に胸膜炎に雁患した以外,現在

に至るまで特記すべき全身的異常所見は認められ

ない｡

現病歴 :約4年前頃より,右側舌下部に小指頭

大の腫脹に気付 くも無痛性のためそのまま放置し

たが, 昭和50年8月頃より同部に圧痛が発現し,

某歯科に受診したところ,下顎右側第 2大臼歯

の根管治療が行なわれ,軽快せぬまま当該歯牙は

抜去された｡ しかしながら,腫脹,圧痛は依然と

して消退せぬため,本院 (足利赤十字病院歯科)

に来院した｡
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図 1 患 者 顔 貌
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図 2 口腔 内所 見

図 3 下顎吹合撮影Ⅹ線写真 (反転像)

対称である (図1)｡右側顎下部には発赤,腫脹,

自発痛はないが,触診により同部に小豆大のリン

パ節を触れ,圧痛が認められる｡唾腫,唾仙痛お

よび舌運動時の疹痛は訴えていない｡

口腔内所見 は図2にみられるごとく,右側舌

下部 に栂指頭大 の腫脹 が あり,腫癖近心部 で

Wharton氏管が 目潰し,その部にべラーク様の

黄色の付着物が認められる｡ また舌下小丘および

Wharton氏管自演部よりの排膿 はない｡触診に

図 4 摘出された唾石

より骨様硬さの境界明瞭な硬固物を触れる｡

Ⅹ繰所見:下顎吹合撮影の所見で,正中より下

顎右側第 1大臼歯部 におよぶⅩ繰不透過像が認め

られる (図3)0

血液 ･尿所見:特記すべき異常所見は認められ

ない｡

診断と処置:以上の所見から,右側顎下腺管内

唾石症と診断し,入院の上,局所麻酔下で自演部

に切開を施し,唾石の摘出を行なった｡

摘出唾石 の肉眼的所見:形状 は47×15×12mm

の大きさで顎下腺開口部付近に位置していた部分

が太いこん棒状 (図4)で,重さ7.4gであった｡

その表面は黄白色でやや粗造であり,最大径部の

断面を作り観察したところ, 同心円状の層状構造

を認めた (図5)0
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図 5 摘出唾石の断面

Ca,P,Na
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摘出唾石の分析

Ⅹ線マイクロ7ナライザ-による分析所見 :捕

出した唾石について島津社製Ⅹ線マイクロアナラ

イザー EMX一･SM により, 加速電圧 20kV, 読

料電流0.1iLA を用いて点分析 を行 なったとこ

ろ,Ca,P,Na,Mg,S,Cl,Kおよび Znの各

元素の存在が確認された｡ また同一試料について

コア (芯)と思 われる中心部を通る長径 に沿っ

て,Ca,Pおよび Naの分布状態を加速電圧20

kV,試料電流0.1/JA で,特性 Ⅹ繰 Ca,P,Na

ともに Ka.を使用し,SampleSpeed96p/min

にて線分析を行なった｡ その結果,Caおよび P

は, 一部を除いてはほぼ同じ割合で存在し,Na

は,辺縁において 中央部より高い濃度を示した

(図6)0

Ⅹ線回折による分析所見 :理学電気社製Ⅹ繰回

10 20 30 40 50 602β
図 7 唾 石 の Ⅹ 線 回 折 図
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折装置を用い,特性 X線 CuKα,電圧 35kV,

電流 15mA,使用したスリット系はダイバ-ジェ

ンス ･スリット10, レシービング ･スリット0.4

mmおよび スキャッタ- ･スリット10 で 回 折 図

(図7)を求め,各 ピークの回折角を読み,Bragg

の公式 2dsine-nlより面間隔を算出 した (秦

1)｡試料の面間隔と相対強度を ASTM カー ド

に記載されている Calcium Hydrogen Ortho-

phosphate,AlphaCalciumOrthophosphate,

BetaCalcium Orthophosphate,Fermorite,

Wilkeite, HydfOXyapatite, Fluorapatite,

Chlorapatiteの数値13)(表2,3)と比較検討

したところ, 純粋 ではないが Hydroxyapatite

と同定した｡

考 察

巨大な唾石の形状 についての 報告 をみると,

Raksin の55×12mm,重さ9.559),牧田の 37×

20×22Htnl,重さ1953), 宮城の 28×15mm, 重さ

5.152)および久野の37×6mlHt, 重さ1.04512)等

がみられるが, 一般には小豆大位までのものが多

Calcium Hydrogen

Orthophospha te

い様である｡ 今回我々の経験した47×15×12mHt,

重さ7.45の唾石は 巨大なものに属し, 比較的稀

れなものと考えられる｡ 唾石の構成成分に関して

は,蛍光Ⅹ線分析により,堀越10)らは,Ca,P,K
が主要な構成成分であるとし,中村14)は,Zn,Fe,

Ba,Ni,Sr,Pb,Sn,Mn,Bi,Cu,Co,Cr,Hg

が 微量 含 まれて いるのを確認 し, 久野 12)らは

EPMA により,Ca,P,S,K,Cl,Mg,Fe,Zn,

表 l Spacingandintensityof

salivarycalculus

2o L dA I I/Il

表 2 各種燐灰石の面間隔と相対強度 (その1)

(ASTM カードより抜粋)

Calcium Hydrogen

Orthophosphate

CarH2PO4)2

BetaCalcium

Orthophosphate

β-Ca3(poヰ)2

CaHPO4

Fermorite

(CaiSr)5((P,As)04)3(F,OH)

dÅ l I/Il

6

5

9

4

8

7

4

3

2

2

3

5

0

0

0

0

0

6

5

2

1
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Alpha Calcium

Orthophosphate

α-Ca3(Pod)2

Wilkeite

Ca5((P,S,Si,C)04)3(OH)



CalciumHydroxide

Orthophosphate

Ca5(Poヰ)3(OH)

(Hydroxyapatite

Ca(OH)2･3Ca3(Poヰ)2)

鶴 見 隆 男,そ の 他

表 3 各種燐灰石の面間隔と相対強度 (その2)

(ASTM カードより抜粋)

CalciumFluoride

Phosphate
Ca5F(PO4)3

(Fluorapatite)

dA l I/Il dA I I/Il

Si,Na,Cu等の存在 を報告している｡我々も同

様に Ca,P,Na,S,Mg,C1,K,Znを検出し得

たが,Fe,Cu,F等を確認する事が 出来 なかっ

た｡また東ら11)は EPMAを用いて唾石のCa,P

および Sの分布について調べ,Caおよび Pは

ほぼ平行に分布し,Sは Caと Pとは関係なく

分布している状態を観察している｡本研究におい

ても,CaとPについては同様な所見であった｡

従来,唾石 についての結晶学的同定 に関して

は, Hydroxyapatite説15);HydroxylApa-

tite説16);特定の型をとらない各種の Apatite

の固溶体であるとする説 ;TricalciumPhospha-

te説14)および CarbonateApatite説2之)等区々

である｡また Jensenら21)は,25個の唾石につ

いて検討し,Whitlockite単味のもの,Whitlo-

ckiteとApatiteとの混合型およびCrystalline

Calcite(Calcium Carbonate)の3種の型を報

告している｡我々は摘出唾石を粉末Ⅹ線回折法に

より分析し,Hydroxyapatite3Ca3(PO4)2･
Ca(OH)2であると同定 したが,有機物或は他の

Apatiteの固溶体の混入 によるためか, 試料と

CalciumChloride

Phosphate

Ca5C1(PO4)3

(Chlorapatite)

81

dA l I/Il

ASTM カ-ドの数値において若干のズレを認め

た｡

唾石の成因に関して,文献的考察を試みると,

Redon23),高橋17)の炎症説,特に高橋は炎症の発

生には梅毒が関与している事が多いと報告してい

る｡ また宮城2)の異物説,梶山16)の唾液腸質系変

調説,その他体質説,唾液瀦演説,外傷説等種々

あるが,本症例においては,確たる成因をつかみ

得なかった｡

結 論

我々は大きさ47×15×12mm,重さ7.4gの唾石

症を経験し,摘出した唾石を EPMAを用いて分

析し,点分析によりCa,P,Na,Mg,S,C1,K

および Znの各元素の存在が判明し,且つそ.の試

料横断面の線分析によりCa,Pはほぼ同じ濃度比

で存在する事が確認された｡ 次いで同唾石の粉末

Ⅹ線回折法を試み,ASTM カ-ドと比較検討し

たところ,Hydroxyapatiteに近い物質であろう

と推定した｡
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稿を終るにあたり,Ⅹ線回折に関し御教授下され

た群馬大学工学部応用鉱物化学教室,佐藤満雄助教

撹,元素分析に後協力いただいた新潟大学Ⅹ線マイ

クロアナライザ-室,小林正義技官に深く感謝致し

ます｡
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